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高島学園 

中学校だより【第１０号】 

 令和６年 １１月 ２０日 

 TEL36-0079  FAX36-8012 

【文責 校長 浦島 容子】 

2024 年度 ここまで来ました 
知らぬ間に 10 月が過ぎていきました。こんなにも速く時が過ぎていくものかと思わせた１ヶ月

です。この紙面で伝えきるのは難しいほど多くのことがあった１ヶ月でした。 

10 月３日、第２ステージが取り組んできた「マイシティ」、今年は、７年生が「地域の人や３、

４年生の人たちに楽しんでもらいたい」と考え、「高島マルシェ」としました。 

８つのブースをオープンし、それぞれが考えたパフォーマン 

スで、学園を小学生や地域の方々の笑顔でいっぱいにしまし 

た。５、６年生をまとめ、大きな行事をやり遂げた７年生は 

立派でした。中学生となって半年、ものすごい力をつけて 

います。 

10 月 11 日、滋賀県交歓スポーツ大会（卓球大会）に 

おおとりの生徒が参加し、リーグ優勝を果たしました。 

滋賀県下の多くの参加校で、たいへんな緊張の中でし 

たが、落ち着いて練習してきたことを発揮したのは、 

見事でした。 

10 月 18 日、秋季新人大会でした。８年生が新チームを創って３ヶ月、初め 

ての大舞台、どの部も積み重ねてきた力を十分に発揮しました。 

審判の方や相手チームに対して礼儀正しく、選手にボールを 

回したり、タオルや水筒を渡したり、床をふいたり、声援を送っ 

たり、チームのためにできることを自らする生徒の姿は誇らしい 

ものでした。結果は、男子バレーボール部瀬田北中と激戦、 

女子バレーボール部２回戦進出、バスケットボール部ブロック２位で教化練習会に進み県ベスト８

テニス部団体今津中と激戦、陸上・スポーツ部山田結々さんハードル２位、個人で参加した水泳や

バドミントンも全員が大健闘でした。秋の大会が終わったこれからが成長の時です。とても楽しみ

です。 

10 月 23 日、校内マラソン大会でした。自分で設定した目標を目指して頑張りました。男女どち

らも総合１位は９年生、最高学年の力を見せました。それからの 11 月６日ブロック駅伝です。男

女がそろって県大会への出場をきめました。高島中史上でもなかなかないことです。15 日、滋賀県

内の強豪校と共に、力の限り走り切りました。 

２０２４年度 11 月半ば、生徒たちは、何事にも前向きに、より良いものを目指して自ら行動す

る学校にしてきました。９年生が引っ張る姿、８年生が 

それを受け継ごうとする姿は頼もしいかぎりです。７年生が 

５、６年生のあこがれとなっていることも嬉しいことです。 

良いと思うことを進んで行う「主体性」が育まれています。 
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７年目のコミュニティ・スクール・８年目の地域協働活動 」 
 

                           高島マルシェ（10 月３日） 
                  地域を超えてたくさんの方々の支援をいただき、感激でし 

た。急遽、加わってくださったポップコーンでは、町あかりの 

方々が折り紙でカップを作ってくださいました。 

大雨の中、たくさんの笑顔とあたたかい支援をありが 

とうございました。 

高島スポーツカーニバル（10 月６日） 

         ビーチバレー、モルック、ゲートボールなどのスポーツを通じて、地域の 

多くの方が交流しました。ここでも中学生が大いに 

活躍です。地域の方々との明るい声が体育館に 

響きました。    
大溝マルシェ（10 月 27日） 
   

大賑わいの大溝マルシェの「お寺カフェ」で、子どもたちは 

受付で地域の方々をご案内し、抹茶とお菓子をお出ししながら、 

楽しく交流しました。また、一方で、生徒会がフリーマーケットを 

出店させてもらい、皆さんの協力あって、売り上げを能登へ 

贈ることができました。 
 

   11月ですが、高中ファームではピーマンが収穫されています。人参や大根も育ってきました。 

変わらぬ愛情を込めて育ててもらっています。地域の温かい思いを感じながら、子どもたちが 

豊かに育っています。 

 

全国学力学習状況調査の結果から 
全国の中学 3年生が受ける全国学力学習状況調査は、子どもたちの「主体的な学び」を育てるために、

どのような学習活動を展開していくことが大切かを追究する調査です。今年の結果はすでに公開されてい

ますのでご覧いただいたことと思います。本校の 9年生も受験しました。 

 正答率が大きく取り上げられています。全国の平均と比較して、本校は、国語１．９ポイント 数学

８．５ポイント、それぞれ高いという結果でした。特に国語では、「自分の考えをまとめて書くこと」、数

学では、「グラフや複数のデータから説明すること」の正答率が高く、どちらも全国的には課題とされてい

ますが、授業のグループ学習を通して、自分の考えを伝えたり、友達の考えを聞いて気づいたりして学び

を深めている成果だと考えられます。また、無答率が全国と比べてとても低く、主体的に学ぼうとする力

が伸びていると分析されます。現在、取り組んでいる授業展開を力強く進めていきたいと考えます。 
 

今、「学力」をつけるのに大切にされていることは、持っている知識を 

活用して、自分の考えをわかりやすく伝えること、身につけた技術を活用 

して、生活を豊かにすることと言われています。学校生活の中で、世界の 

出来事を話したり、読んだ本について語ったり、得意なことを話したり、 

今日の出来事を話し合ったりして、生徒との対話を大事にしたいと 

思っています。 

 

 


